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リスクから守る 長期に渡る失語症リハビリの意義

自宅への接点を模索し続ける 私が心がけていること

老健施設で働き始めて14年、リス
クマネジャー（RM）の資格を取得し
て２年が経過しました。私は事故対
策・身体拘束廃止委員会に所属して
おり、この分野の理解を深めたいと
いう関心から資格を取得しました。
現在は、感染・防災委員会にも所属し、
多方面から施設内のリスク対策を考
える日々を送っています。
事故対策では転倒・転落・皮下出
血防止の取り組みや、月１回の危険
予知訓練を行っています。感染・防
災委員会は月１回の会議のなかで部署ごとの問題
点を話し合い、勉強会で知識を高めています。今
後の課題は、委員以外のスタッフへの情報・知識
の共有です。
RMを取得して実感したことが２つあります。
１つは、施設内での事故・感染・災害対策では、

失語症者の訓練において、急性期・
回復期に比べ、老健施設ならではの維
持期リハビリのメリットはなんでしょう
か。当施設では摂食嚥下や言語の訓練
を行っていますが、私は特に失語症訓
練に注目しています。
失語症者は表出する症状だけでなく、
周囲との相互理解においても妨げが多
く、精神的な苦痛や疎外感、さらに脳
への負担も大きいと考えます。また言語
障害のリハビリで見落とされがちなのが、
「脳の疲労」です。身体のリハビリでは当然考えら
れることですが、言語のリハビリでも本人の疲労を
見過ごさず、過度な負荷がかからないよう、十分注
意する必要があると感じています。
維持期の失語症者訓練においては、セラピストと
長期に渡り継続的に関わることができるため、ラ

当施設は、平成24年９月より、在宅強化型と
なりました。在宅復帰への目標達成のためには、
①ご利用者の生活リハビリを積極的に行い、抱え
ている課題を改善する、②達成状況を見極めてご
本人・ご家族へ働きかけを行い、在宅復帰を進め
る、この２つの相互調整が重要と考えます。
しかし、①が達成されても②のご
家族の課題は解決が難しいことが多
く、在宅復帰への鍵となっています。
私が担当したAさんは、肺炎後か
らADLが低下し、移動は四つんばい、
トイレ内も便で汚すなど、うまく排
泄が行えないことで入所されました。
その後、状態は順調に改善し、自宅
生活が可能と判断されましたが、頑
固で自己中心的な性格にご家族は疲
れており、いざ自宅へ帰る段になる
と難色を示されました。

当施設は、平成 14 年に東京都福生市に開設さ
れました。多摩川の上流に広がる豊かな自然に囲
まれた環境にあります。現在、私は通所リハビリ
の副主任として、ご利用者に少しでも心豊かな時
間を過ごしていただけるよう、日々の業務を行って
います。
通所リハビリで大切なことは、情報
の収集・共有です。登録約160 名（定
員 45 名）のご利用者がいる大規模事
業所Ⅱの当施設では、送迎時から入
浴時、食事や排泄、歩行や運動にい
たるまで、当日の体調変化や注意点の
把握など収集すべき情報量は膨大です。
ご利用者の状態も日々変化するので、
スタッフ間で共有すべき内容は、間違
いがないよう正しく伝達しなくてはなり
ません。
重要なことは、新しく得た情報を自

ご利用者のことだけを考えていたの
が、RM取得により、もっと幅広い
考えをもつようになったことです。
事故・感染が起こり、事態が大きく
なれば社会的な問題にもつながるリ
スクがあります。ご利用者を守り、
毎日を安全に過ごしていただくこと
は、結果、自分たちの施設を守るこ
となのだと実感しています。
もう１つは事故等での対策を考え
た場合、人員不足だから仕方がない
と、どうしてもスタッフ目線になっ

てしまいがちです。しかし、それでは本当の対策
にはつながりません。スタッフ本位になりすぎず、
冷静、かつ客観的に物事を考える必要があると実
感しました。
リスクは常にありますが、ご利用者と働く職場
を守れるような職員になりたいと思います。

ポール（信頼関係）が形成され、コ
ミュニケーション面の不安が軽減されま
す。加えて精神面も安定し、コミュニ
ケーションに対する意欲が向上し、好
循環が期待できます。特に老健施設で
は、１日の生活を通して、多くの利用者
や職員と密に接するため、失語症者訓
練の実践の場として最適であるように思
います。
失語症者の方の笑顔が増え、喫茶
コーナーで他のご利用者と談笑する様

子や、積極的に他者と関わろうとする場面を見ると、
セラピストとして本当にうれしい気持ちになりますね。
愛媛での全国大会では、「長期に渡る失語症訓
練の意義」というテーマで演題発表に挑戦します。
今後も多くの失語症者と関わり、その障害の軽減に
努めていきたいです。

ご本人は帰りたいと訴え、ご家族は無理だと主
張し、対話は平行線のままでした。お互いの気持
ちをくみ取り、折衷案を出し、当施設のショート
ステイを利用しながら、毎週２泊３日は自宅で
過ごすことになりました。
お互いに不満を漏らしながらでしたが、在宅生

活を続けることができました。最期
は当施設で看取りケアを行い、ご家
族は毎日面会に訪れ、自宅外出の希
望も出されて実現。ご家族がAさん
を想う気持ちをうかがい知ることが
できました。
少しでも自宅との接点がもてるよう、
あきらめずに働きかけたことが良かっ
たのだと思います。日々悩むことも多
いですが、ご利用者、ご家族の気持ち
に耳を傾け、その方の在宅復帰を一緒
に考えていきたいと思います。

分１人だけで把握するのではなく、最低でも２人
以上に伝えて、かつ連絡ノートに記入することです。
新しい情報でも、こうしたことがスタッフ全員への
周知となり、安全な対応につながると考えています。
また、「思いやりの心」の基本である挨拶・笑
顔・アイコンタクトを大切にし、ご利用者には当施

設で気持ち良く豊かな時間を過ごして
いただけるよう努めています。「思いや
りの心」は施設全体にも根づいており、
雰囲気の良い職場で働けることに誇り
をもっています。
ご利用者と接する際に、自分の家族
と重ねてしまうことがあり、そのような
時はご家族の思いを強く意識させられ
ます。個々に接することの大切さ、介
護福祉士としての責任を心に刻み、こ
れからも現場で力になれるようがん
ばってまいります。

 ベルヴューハイツ（愛知県）

 せんだんの丘（宮城県）  ユーアイビラ（東京都）
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